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青
少
年
教
化
育
成
事
業
の
親

子
禊
錬
成
会
を
令
和
元
年
八
月

六
日
か
ら
七
日
開
催
し
た
。 

今
回
の
開
催
で
十
回
目
と
な

る
錬
成
会
は
、
初
め
て
の
試
み
と

し
て
宿
泊
を
含
め
た
一
泊
二
日

の
日
程
で
金
ヶ
崎
町
に
鎮
座
さ

れ
る
金
ヶ
崎
神
社
を
研
修
所
と

し
て
禊
行
と
宿
泊
先
を
県
南
青

少
年
の
家
で
行
い
会
員
十
三
名
、

児
童
十
六
名
、
保
護
者
七
名
の
計

三
十
六
名
が
参
加
し
た
。 

開
講
式
で
は
藤
原
大
修
会
長

（
盛
岡
八
幡
宮
権
禰
宜
）
よ
り
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
金
ヶ
崎
神
社

に
於
い
て
菅
原
政
憲
宮
司
の
も

と
正
式
参
拝
を
執
り
行
っ
た
。
真

夏
の
暑
さ
の
中
に
薫
風
を
感
ず

る
が
如
く
、
児
童
達
も
参
加
す
る

に
当
た
り
心
を
引
き
締
め
た
。
そ

の
後
、
児
童
達
は
駒
形
充
聰
副
会

長
（
月
山
神
社
権
禰
宜
）
の
も
と

神
楽
殿
に
於
い
て
雅
楽
を
体
験

し
た
。
児
童
達
は
初
め
て
雅
楽
を

体
験
し
音
が
出
せ
た
子
、
出
せ
な

い
子
も
居
た
が
一
様
に
興
味
を

持
っ
て
取
り
組
ん
だ
。 

 

議
事 

 

１
、
平
成
二
十
八
年
度
会
務
報
告
の
件 

 

２
、
平
成
二
十
八
年
度
収
支
決
算
の
件 

 

３
、
平
成
二
十
八
年
度
東
日
本
大
震
災
復

興
活
動
報
告
並
び
に
特
別
会
計
収
支

決
算
の
件 

 

４
、
会
則
変
更
の
件 

 

５
、
役
員
改
選
の
件 

 

６
、
平
成
二
十
九
年
度
活
動
方
針
案
の
件 

 

７
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
案
の
件 

第 

十 

回 

親
子
禊
錬
成
会 

  

巌

神

青 
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以
降
は
県
南
青
少
年
の
家
に

移
動
し
、
日
差
し
が
少
し
弱
ま
っ

た
午
後
四
時
か
ら
、
永
沢
川
に
て

千
葉
浩
之
常
任
委
員
（
九
戸
神
社

禰
宜
）
が
道
彦
を
務
め
児
童
、
会

員
を
先
導
し
て
禊
行
で
心
身
を

清
め
た
。
川
は
穏
や
か
な
流
れ
と

な
っ
て
い
た
為
、
児
童
達
も
安
心

し
て
禊
行
や
川
遊
び
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
た
。 

夕
食
後
は
恒
例
の
ス
イ
カ
割

り
を
行
い
「
右
」「
左
」
と
声
を
出

し
合
い
、
ス
イ
カ
を
ど
う
に
か
割

ろ
う
と
自
然
に
協
力
し
て
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
営
火

場
へ
移
動
し
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
で
は
、
児
童
達
は
、
西
舘
眞

澄
書
記
（
荒
神
社
禰
宜
）
扮
す
る

火
の
神
の
使
い
に
、
火
の
大
切
さ

に
つ
い
て
教
わ
っ
た
。
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
は
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ

ー
ム
な
ど
も
行
な
っ
た
が
、
く
じ

引
き
の
景
品
で
あ
る
「
水
鉄
砲
」

を
当
て
よ
う
と
児
童
達
は
賑
わ

っ
て
い
た
。 

翌
日
は
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
始

ま
り
朝
食
の
後
、
閉
講
式
を
行
な

っ
た
。
小
野
宏
之
副
会
長
（
熊
野

三
社
禰
宜
）
か
ら
修
了
証
を
受
け

取
っ
た
児
童
達
は
開
講
式
の
時

よ
り
も
少
し
大
人
び
て
感
じ
ら

れ
た
。
閉
講
式
の
後
、
県
南
青
少

年
の
家
の
方
に
教
わ
り
、
森
の
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
、
夏
休
み
の

一
つ
の
思
い
出
を
作
り
上
げ
た
。 

全
体
と
し
て
は
児
童
達
に
神
社

参
拝
、
雅
楽
、
禊
行
の
体
験
を
通

じ
、
敬
神
の
想
い
を
強
く
、
今
後

の
糧
と
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

錬
成
会
と
な
っ
た
。 

 

 

 

   

神
道
青
年
全
国
協
議
会
の
主

催
の
元
、
令
和
元
年
八
月
三
十
日

正
午
、
全
国
で
一
斉
に
天
下
大
祓

が
斎
行
さ
れ
た
。
当
県
で
は
旧
国

幣
小
社
で
あ
る
陸
中
一
宮
駒
形

神
社
を
斎
場
と
し
、
駒
形
副
会
長

が
斎
主
を
務
め
た
。 

 

新
帝
陛
下
ご
即
位
に
際
し
斎

行
さ
れ
る
大
嘗
祭
を
目
前
に
控

え
、
各
都
道
府
県
に
て
同
日
同
刻

に
て
一
斉
に
大
祓
を
行
う
こ
と

で
日
本
国
中
を
祓
い
清
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。
青
年
会
員
の

み
な
ら
ず
、
山
下
明
駒
形
神
社
宮

司
ほ
か
一
般
の
方
々
に
も
ご
参

列
い
た
だ
き
、
心
を
一
つ
に
大
御

代
の
弥
栄
を
祈
念
し
た
。 

 
 

 

天

下

大

祓 
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神
札
袋
頒
布
価
格
改
定
の
御
案
内 

 

当
会
で
は
増
税
に
伴
う
値
上
げ
を
今
迄
見
送
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
昨
年
十
月
の
消
費
税
一
〇
％
へ
の
増
税
と
そ
れ
に 

伴
う
原
材
料
の
高
騰
も
相
俟
っ
て
、
現
在
ま
で
の
頒
布
価
格
の
見
直
し
を
行
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

就
き
ま
し
て
は
、
誠
に
不
本
意
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
左
記
の
通
り
価
格
を
改
定
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

皆
様
に
は
、
諸
事
情
ご
賢
察
頂
き
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

岩
手
県
神
道
青
年
会 

会
長 

藤
原 

大
修 

 
 

記 

          

 

神
札
袋
（
大
） 

神
札
袋
（
中
） 

神
札
袋
（
小
） 

品
名 

縦
三
四×

横
一
一 

縦
三
〇×

横
一
〇 

縦
一
八×

横
一
二 

大
き
さ
（
㎝
） 

一
、
〇
〇
〇
円 

 七
〇
〇
円 

円 

五
〇
〇
円 

旧
価
格
（
一
〇
〇
枚
） 

一
、
二
〇
〇
円 

一
、
〇
〇
〇
円 

七
〇
〇
円 

新
価
格
（
一
〇
〇
枚
） 

以
上 

神
宮
小
大
麻 

神
札
袋
（
中
） 

神
札
袋
（
大
） 

神
札
袋
（
中
） 

神
札
袋
（
小
） 
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活 

動 
 

自 

令
和
元
年
六
月 

報 
告 

 

至 

令
和
二
年
二
月 

 
六
月
十
・
十
一
日 

令
和
元
年
度

東
北
六
県
神
道
青
年
協
議
会

禊
錬
成
会
（
青
森
県
・
平
川
市
） 

六
月
十
九
日 
神
道
政
治
連
盟

岩
手
県
本
部
支
部
長
会
兼
選

挙
対
策
委
員
会
（
岩
手
県
神
社

庁
） 

六
月
二
十
六
日 

第
三
十
六
回

東
北
六
県
神
社
庁
関
係
者
連

絡
協
議
会
助
勢
（
盛
岡
） 

七
月
二
十
五
日 

第
三
回
役
員

会
（
盛
岡
八
幡
宮
） 

 

八
月
六
日 

岩
手
県
御
大
礼
奉

祝
委
員
会
設
立
準
備
会
（
岩
手

県
神
社
庁
） 

八
月
七
日 

神
道
政
治
連
盟
岩

手
県
本
部
支
部
長
会
兼
選
挙

対
策
委
員
会
並
び
に
事
業
頒

布
品
頒
布
活
動
（
岩
手
県
神
社

庁
） 

八
月
二
十
二
日 

事
業
頒
布
品

頒
布
活
動
（
岩
手
県
神
社
関
係

者 

大
会
・
渡
り
温
泉
） 

八
月
二
十
七
・
二
十
八
日 

神
道

青
年
全
国
協
議
会 

夏
期
セ

ミ
ナ
ー
（
神
社
本
庁
） 

八
月
三
十
日 

天
下
大
祓
（
駒
形

神
社
） 

十
月
九
日 

岩
手
県
御
大
礼
奉

祝
実
行
委
員
会
（
岩
手
県
神
社

庁
） 

十
月
十
六
日 
第
四
回
役
員
会

（
盛
岡
八
幡
宮
） 

十
月
二
十
三
日 

東
北
六
県
神

道
青
年
協
議
会
災
害
対
策
委

員
会
（
秋
田
県
鹿
角
市
） 

十
月
三
十
日 

全
國
戦
歿
學
徒

追
悼
祭
（
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
） 

十
一
月
九
日 

天
皇
陛
下
御
即

位
を
お
祝
い
す
る
国
民
祭
典

助
勢
（
皇
居
周
辺
） 

盛
岡
少
年
刑
務
所
収
穫
感
謝

祭
（
盛
岡
少
年
刑
務
所
） 

十
一
月
十
一
日 

第
五
回
役
員

会
・
納
会
（
櫻
山
神
社
・
三
寿

司
） 

十
一
月
十
七
日 

岩
手
県
御
大

礼
奉
祝
式
典
助
勢
（
岩
手
県
公

会
堂
） 

十
一
月
二
十
日 

盛
岡
少
年
院

収
穫
感
謝
祭
（
盛
岡
少
年
院
） 

十
一
月
二
十
八
日 

中
堅
神
職

と
青
年
神
職
と
の
懇
談
会
（
八

栄
堂
） 

    

十
二
月
十
一
日 

藤
原
崇
衆
議

院
議
員
国
政
報
告
会
（
金
ケ
崎

町
中
央
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
） 

一
月
二
十
一
日 

岩
手
県
建
国

記
念
日
奉
祝
会
実
行
委
員
会

（
岩
手
県
神
社
庁
） 

一
月
三
十
日 

第
六
回
役
員
会

（
盛
岡
八
幡
宮
） 

二
月
十
一
日 

第
五
十
四
回
建

国
記
念
の
日
奉
祝
岩
手
県
民

大
会
助
勢
（
盛
岡
劇
場
） 

二
月
二
十
五
日 

青
年
神
職
研

修
会
（
岩
手
県
神
社
庁
） 

発 

行 

岩
手
県
神
道
青
年
会 

住 

所 

盛
岡
市
門
字
須
摩
十 

諏
訪
神
社
内 

電 

話 

〇
一
九
‐
六
二
三
‐
九
五
七
四
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
） 

 

発 

行 
岩
手
県
神
道
青
年
会 

住 

所 
盛
岡
市
門
字
須
摩
十 

諏
訪
神
社
内 

電 

話 

〇
一
九
‐
六
二
三
‐
九
五
七
四
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
） 

 


